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参加される方へのご案内 
 
日本生物高分子学会 2026 年度大会は、広島大学にて 2026 年 8 月 18 日（火）、19 日（水）に開催されま

す。会員・非会員を問わず、多くの方にご参加いただけることを願っております。 
 
主催 日本生物高分子学会 
 
 
開催日時   

2026 年 8 月 18 日（火）、19 日（水） 
 1 日目（18 日）一般講演、評議員会、総会、シンポジウム、懇親会 
 2 日目（19 日）一般講演、JBM 編集委員会 
 
会場   

広島大学 学士会館 2F レセプションホール、会議室 1、1F レストラン ラ・ボエーム 
 〒739-0046 広島県東広島市鏡山 1 丁目 2-2 
 https://www.hiroshima-u.ac.jp/centers/welfare_facilities/faculty_club 
 
参加費 

・参加申込締切：2026 年 8 月 9 日（日） 事前登録をお願いします。 
・①氏名、②所属、③懇親会への出欠、④e-mail を明記し、ohmae@hiroshima-u.ac.jp までご連絡ください。 
・件名を「日本生物高分子学会参加申込（申込者の氏名）」としてください。 
・名札と領収書は会場受付で交付します。 
・参加費（講演会・懇親会）は下記口座まで振込をお願いします。なお入金いただいた参加費の返却はで

きませんのであらかじめご了承ください。 
 

参加費     講演会  懇親会 
  一般会員および非会員  4,000 円  6,000 円 
  ユニット会員   無料  6,000 円 
  学生（会員・非会員）  無料  3,000 円 
参加費（講演会・懇親会）振込先 
中国銀行姫路支店（店番号 602）普通預金 1270263 日本生物高分子学会 
ゆうちょ銀行一三九店（イチサンキュウ店）（店番 139）当座預金 0092201 日本生物高分子学会 

 
口頭発表（レセプションホール） 
 講演時間 15 分（口頭発表 12 分、質疑応答 2 分、交代 1 分）  
 講演には液晶プロジェクターを使用します。HDMI ケーブルを用意しますので、PC および変換アダプ

タ（必要に応じて）をご持参ください。トラブルが生じた場合に備え USB メモリ内に入れたデータも

お持ちください。 
 

https://www.hiroshima-u.ac.jp/centers/welfare_facilities/faculty_club
mailto:ohmae@hiroshima-u.ac.jp
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優秀発表者 

 学生と若手研究者の優れた口頭発表に対して Best Presentation Award を授与いたします。受賞者は評議

員および座長による採点によって決定します。審査員には会場の受付で参加登録と同時に投票用紙を配

布いたします。同じ研究室および共同研究者を審査することはできません。研究内容の優秀さだけではな

く、明瞭で分かりやすい、課題を理解しているなど、発表の仕方(Presentation)を中心に評価していただき

ます。優秀発表者の発表は、2 日目一般発表の終了後に行う予定です。 
 
評議員会（第 1 会議室） 

 1 日目（18 日）12:10 より日本生物高分子学会評議員会を開催いたします。評議員の方はご出席くだ

さい。出欠に関しては別途学会事務局からご案内させていただきます。 
 
総会（レセプションホール） 

 1 日目（18 日）13:10 より開催いたします。日本生物高分子学会会員の方はご出席ください。 
 
懇親会（レストラン ラ・ボエーム） 
 1 日目（18 日）17:30 より開催いたします。参加者の方はお出でください。 
 
JBM 編集委員会（第 1 会議室） 
 2 日目（19 日）12:00 より Journal of Biological Macromolecules 編集委員会を開催いたします。編集委員

の方はご出席ください。出欠に関しては別途学会事務局からご案内させていただきます。 
 
昼食 

 開催日には大学生協の食堂は営業していない可能性があります（現状未定です）。学士会館 1F のラ・

ボエームは 2 日目（19 日）のみランチタイムも営業しています（18 日は社内研修で休みだそうです）。

キャンパス北側（広域マップの下見方面）には、飲食店、ショッピングセンター（ゆめタウン学園

店）、コンビニなどがありますので、ご利用ください。他の方向には店舗がほとんどありませんので、

ご注意ください。 
 
宿泊 

 各自で手配していただきますようお願いいたします。 
 
 
日本生物高分子学会 2026 年度大会実行委員会  
委員長 大前英司（広島大学） 
実行委員 仲宗根薫（近畿大学）、村上千穂（安田女子大学） 
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広島大学 学士会館へのアクセス 
広域マップ 

 
 
所要時間 

 

※2024年3月31日をもって高速バス「グリーンフェニックス」（広島大学行）は廃止されました。 

 
詳細は広島大学 HP の交通アクセス・地図＞東広島キャンパスをご覧ください。 
  

 
※ 

https://www.hiroshima-u.ac.jp/access/higashihiroshima
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キャンパスマップ（一部） 
 
 

      

 
 
 
 
学士会館フロアマップ 

 
 
  

生協 
（昼食） 

バス停 
「広大中央口」 

学士会館 生協 
（昼食、購買） 

至 
JR 西条駅 

レストラン ラ・ボエーム 
レセプションホール 

会議室１ 

ロビー 

フロント 
会議室２ 

ロビー 玄
関 

UP 

UP 

準備室 
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大会スケジュール 

 
 
  

開会  

一般講演 

(レセプションホール)  

評議員会 
(会議室 1)  

総会 
(レセプションホール) 

 

  

一般講演 

(レセプションホール)  

シンポジウム 

(レセプションホール)  

懇親会 

  

第 1 日 8 月 18 日（火） 
10:25 

10:30 

12:10 

13:10 

13:30 

15:30 

17:30 

19:00 

一般講演 

(レセプションホール)  

閉会  

JBM 編集委員会 
(会議室 1)  

10:00 

11:25 

12:00 

13:00 

第 2 日 8 月 19 日（水） 
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日本生物高分子学会 2026 年度大会プログラム 
2026 年 8 月 18 日（火）、19 日（水） 

 
8 月 18 日（火） 
10:25 開会挨拶   （レセプションホール） 
 
10:30～12:10 一般講演（＊優秀発表賞対象演題） 
酵素／タンパク質 
＊1 10:30 
深海微生物由来 α-CGTase 発現ベクターの構築とその酵素精製 
〇柴村航生 1、加藤千明 2、仲宗根薫 1 

1 近畿大・工・化生工、2JAMSTEC 
＊2 10:45 
アルギニン 131 の部位特異的変異導入による耐塩性グルタミナーゼの無機リン酸阻害耐性の向上 
〇木山皓雄 1、長瀬瑞希 1、後藤勝 2、吉宗一晃 1 

1 日大・生産工、2 東邦大・理 
＊3 11:00 
超好熱アーキア由来リコンビナーゼポリメラーゼの ATPase 活性の熱処理による向上 
〇内藤碧泉 1、山田響子 1、藤原伸介 2、吉宗一晃 1 

1 日大・生産工、2 関学大・生命環境 
 
11:15～11:25 休憩 
 
酵素／タンパク質 
＊4 11:25 
銅(II)イオンが誘導するアミロイド βの構造変化による抗体反応性の向上 
〇本城奈々紗，河野愛子，Zhang Bohan，吉宗一晃 
日大・生産工 
＊5 11:40 
排卵における小胞体関連分解機構の役割について 
〇北野日佳理 1、三浦紗也加 1、吉村萌花 2、須藤カツ子 3、熊谷勝義 4、藤田英俊 1,2 
1 大阪工大・院工・生命工学、2大阪工大・工・生命工学、3 東京医科大学、4人間総合科学大学 
遺伝子発現／転写因子／遺伝子組換え 
＊6 11:55 
イネ苗立枯病原菌 Burkholderia plantarii の植物毒素トロポロン生産制御遺伝子の解析 
〇神原拓幸 1、内海龍太郎 2、仲宗根薫 1 
近畿大・工・化生工 1、大阪大学・産研 2 
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12:10～13:10 評議員会  （会議室 1） 
 
13:10～13:30 総会  （レセプションホール） 
 
13:30～15:10 一般講演（＊優秀発表賞対象演題） 
遺伝子発現／転写因子／遺伝子組換え 
＊7 13:30 
ユーグレナ由来 β-カロテン合成関連遺伝子の連結と納豆菌への導入に向けたキメラプラスミドの構築 
〇大竹杏実¹、袴田佳宏 1,2 
1 金工大・大学院、2金工大・生命・応用バイオ 
＊8 13:45 
枯草菌発現系による納豆菌由来 aprE の発現と H5N1 型 HA タンパク質分解能の評価 
〇中田海佳 1、袴田佳宏 1,2 
1 金工大・大学院、2金工大・生命・応用バイオ 
＊9 14:00 
海水由来ラミナリン分解菌の単離とラミナリナーゼ遺伝子の塩基配列解析 
〇南出樹里 1、袴田佳宏 1,2 

1 金工大・大学院、2金工大・生命・応用バイオ 
 
14:15～14:25 休憩 
 
細胞/生体応答/シグナル伝達 
＊10 14:25 
エーラス・ダンロス症候群モデルマウスにおける CXCL4-CXCR3 経路を介した有髄 A 線維過敏化 
〇山本裕斗 1、宇戸禎仁 1、松本健一 2、芦高恵美子 1 
1 大阪工大院工生命工学、2 島根大総合科学研究支セ 
＊11 14:40 
ゲル状スクレログルカンが生物活性に与える影響の解析 
〇初鹿野嬉子 1、小林正樹 2、西成勝好 3、新田陽子 2 
1 お茶の水女子大・院・ライフサイエンス、2お茶の水女子大・基幹研究院、3湖北工業大 
食品化学の基礎と応用 
12 14:55 
古代甘味料・甘葛煎の食品利用のための化学分析 
〇前川佳代１、菊崎泰枝 2、濱崎貞弘 3、金田一秀 4、植野洋志 5、村井稔幸 6 
１奈良女大・大和紀伊研、2 奈良女大・生活、3奈農研セ、4 東京医療保健大学、5 龍谷大食農研、6大阪大

院医 
 
15:10～15:30 休憩 
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15:30～17:00 シンポジウム：地球外生命探索の現在と未来（レセプションホール） 
S1 15:30 
地球外生命探査－過去 25 年の主な成果と将来展望 
長沼 毅 

安田女子大学 理工学部 生物科学科 
S2 16:00 
地球と生命の共進化から考える宇宙における生命探査 
松尾 太郎 

大阪大学 大学院理学研究科 宇宙地球科学専攻 
S3 16:30 
圧入工法による地下の可視化技術の月面適用への挑戦 
石原行博 

株式会社技研製作所 圧入技術研究開発センター 
 
17:30～19:00 懇親会  （ラ・ボエーム） 
 
 
8 月 19 日（水） 
10:00～11:25 一般講演  （レセプションホール） 
遺伝子発現／転写因子／遺伝子組換え 
13 10:00 
イネ苗立枯病原菌 Burkholderia plantarii の植物毒素トロポロンの生産制御機構の解明 
〇仲宗根薫 1、神原拓幸 1、内海龍太郎 2 
近畿大・工・化生工 1、大阪大学・産研 2 
細胞/生体応答/シグナル伝達 
14 10:15 
ヒト MASLD 細胞モデルにおけるミョウガの脂肪肝改善作用とヘパトカイン制御機構 
〇高橋 真生 1、畠 恵司 2、戸松 さやか 2、加國 雅和 1 
1 株式会社 フェニックスバイオ、2秋田県総合食品研究センター 
バイオマテリアルとその応用 
15 10:30 
水の変化を指標にした低温乾燥杉材の性質の解析 
〇岩田和佳 
岩田研究所 
 
10:45～10:55 休憩 
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その他 
16 10:55 
シイタケ病原菌 Pseudomonas tolaasii 814 株に感染するファージの探索と性状解析 
〇大森勇門 1, 2、東裕大 2、木下翔 2、田中美玖 1、大島敏久 1, 2 
1 大阪工大・工・生命工学、2 大阪工大・院工・生命工学 
17 11:10 
難培養性微生物スパルトバクテリアは、なぜ希釈培地で増殖するのか？ 
〇村上千穂 1,2、薬師神葵 2、村井萌萌子 2、宮本清佳 2、藤井直樹 3、田中亜路 2、佐藤雄一郎 2、藤田雅

紀 4、金田一智規 3、森本金次郎 2 
1 安大・理工・生物 2 安大・薬・薬 3 広大・院工・環境 4 北大・院水産・水産 
 
11:25 表彰および閉会 
 
12:00～13:00 JBM 編集委員会 （会議室 1） 
 
 
 
 
 
 
一般講演座長一覧 

演題番号 座  長 
1～3 大前 英司 (広島大学) 
4～6 大森 勇門  (大阪工業大学) 
7～9 吉宗 一晃  (日本大学) 

10～12 新田 陽子  (お茶の水女子大学) 
13～15 芦高 恵美子  (大阪工業大学) 
16～17 仲宗根 薫 (近畿大学) 

 
 
シンポジウム座長 
 大前 英司 (広島大学) 
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シンポジウム：地球外生命探索の現在と未来 
 

地球外生命探査－過去 25 年の主な成果と将来展望 
長沼 毅 

安田女子大学 理工学部 生物科学科 
 naganuma-t@yasuda-u.ac.jp 

 
地球外生命への思慕は神話時代からあり、20 世紀には思慕から探査の時代にな

った。1976 年に火星で生命探査が行われ、その結果（生命の有無）については現

在でも議論が続いている。1996 年には火星からの隕石 ALH84001 における“微生物化石”が話題になった

が 2022 年の論文では否定されている。火星生命探査のテーマは「follow the life」から「follow the water」
に代わり、首尾よく火星にも水が発見された後は、新テーマが「follow the biosignature」になり、2012 年

に火星科学ラボ「キュリオシティ」が着陸した。2025 年、その後継機「パーサヴィアランス」からバイ

オシグネチャー（生命存在指標）の無機-有機物セットが報告された。 
火星と地球の軌道を横断するイトカワから史上初の小惑星サンプルリターンを日本の探査機「はやぶ

さ」が成し遂げ、後継機「はやぶさ 2」と米国機「オサイレス・レックス」が小惑星リュウグウとベンヌ

からそれぞれサンプルリターンし、核酸塩基 5 種すべてが発見された（核酸糖のリボースはベンヌとマ

ーチソン隕石などで発見されている）。 
サンプルリターンは最初はソ連（現ロシア）と米国が月に対して行い、中国も 2020 年と 2024 年に成

功させ、後者では「月の裏側」のサンプルが初めて得られた。中国は地球の準衛星（小惑星）カモオアレ

ワからの 2027 年サンプルリターンを期している。ただ、カモオアレワは月の破片という可能性もあり、

これまでの月サンプル同様、バイオシグネチャーは見つからないかもしれない。 
土星探査機カッシーニが土星の氷衛星エンケラドゥスの氷下海からの噴出物を質量分析し（おそらく

2008～2010 年）、H2O、CO2、CH4、NH3、H2 などが報告されてきた。さらに 2023 年、C2H2、C3H6、C2H6

などの炭化水素とともに HCN も報告された。それとは別に、エンケラドゥス由来の土星 E リング氷粒子

の質量分析からも Na+、K+、Cl-、HCO3-、CO32-、シリカ粒子などが報告され、やはり 2023 年にはリン酸

ナトリウムの存在も報告された（2005～2006 年のデータから）。 
さらなるエンケラドゥス探査は期待されているが土星はやはり遠く、土星の半分の距離で済む木星の

氷衛星エウロパの探査がすでに進行中である。2024 年に「エウロパ・クリッパー」が打ち上げられて en 
route、今年（2026）12 月に地球フライバイして加速し、2030 年に木星到着し、2031 年からエウロパ周回

観測を行う予定である。それに搭載されている高性能 TOFMS「MASPEX」やリフレクトロン TOFMS
「SUDA」の活躍に期待するところである。 
 

地球外で発見された有機物の一覧（概要） 
天体 アミノ酸 核酸塩基 糖 炭化水素 備考 

火星 間接的 
（分解産物？） 直接検出なし なし ✔ 長鎖 太古の堆積物 

小惑星 ✔ 多種 ✔ すべて ✔ リボース ✔ 初期太陽系 
彗星 ✔ グリシン 未確認 未確認 ✔ 始原的成分 

星間物質 前駆体のみ 前駆体のみ ✔ グリコール

アルデヒド ✔ 
星間にある 
生命材料物質 

S1 

mailto:naganuma-t@yasuda-u.ac.jp
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地球と生命の共進化から考える宇宙における生命探査 
松尾 太郎 

大阪大学 大学院理学研究科 宇宙地球科学専攻 
matsuo@ess.sci.osaka-u.ac.jp 

 
現代の地球は、Voyager 1 が撮影した「淡い青い点」として象徴される。しか

し、その青色は、大気によるレイリー散乱と海水による赤色光吸収に支配された

現代地球の姿であり、生命誕生後の初期地球が同じ色を示していたとは限らない。太古代の海洋は、溶存

二価鉄［Fe(II)］に富む鉄質海洋であり、湧昇によって Fe(II)と栄養塩が有光層へ供給されていた。酸素非

発生型の光合成鉄酸化、さらに酸素発生型光合成によって生じた O2 は、Fe(II)を酸化して水酸化鉄粒子を

形成した。これらの粒子は紫外から青色光を強く減衰させ、一方で水は赤色光を吸収するため、混合層内

に微細な鉄粒子が懸濁した海洋では、緑色から橙色の光が相対的に透過する「緑色海洋」が形成された可

能性がある。 
本研究では、太古代から原生代にかけての海洋鉄循環、海洋光環境、光合成生物の進化を結びつける枠

組みとして、海洋中の鉄のサイクルを記述する結合モデルを構築した。その結果、栄養塩に富む湧昇流域

において、代謝活動と結びついた Fe(II)酸化が継続する場合、上部海洋に光学的に有意な水酸化鉄の粒子

濃度を維持できることが示される。また、シリカに富む海水は粒子凝集を抑制し、微細な Fe(III)粒子の滞

留時間を延ばすことで、局所的な供給源からより広い海域へ緑色光環境を拡大しうる。このような海洋光

環境の変化は、光合成生物の光捕集機構にも選択圧を与えたと考えられる。緑色で暗い海洋では、クロロ

フィル a のみでは利用可能な光子が限られるのに対し、フィコビリソームに結合したビリン色素は緑色

から橙色光を吸収し、その励起エネルギーを光化学系へ伝達できる。緑色光下での成長・競争実験、およ

びフィコビリタンパク質やビリン生合成酵素の系統解析は、初期シアノバクテリアにおけるフィコエリ

スリン関連の光捕集アンテナの発達が、緑色光環境によって促された可能性を支持する。さらに海洋のメ

タゲノムは、長い時代にわたって海洋表層に鉱物粒子が継続的に形成され、数十億年にわたって海洋の光

環境が変化していた可能性を示唆した。 
以上より、光合成、鉄の酸化還元化学、光捕集進化は相互に結びついたフィードバック系を形成し、約

30 億年にわたる地球—生命共進化を駆動した可能性がある。さらに、緑色海洋は、酸素発生型光合成の

出現後、大酸化事変以前から形成され、長期間持続した可能性があるため、遠方惑星における初期の表層

酸化や水面下の原始的生命活動を示す「明るい緑の点」として、新たな表層のバイオシグネチャーとなり

うる。本講演では、30 億年にわたる地球と生命の共進化の理解がどのように宇宙における生命探査を推

し進めるのかを議論する。 
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圧入工法による地下の可視化技術の月面適用への挑戦 
石原 行博 

株式会社技研製作所 圧入技術研究開発センター 
ishihara@giken.com 

 
本講演では，月や小惑星といった地球外天体における地中へのアクセス技術

として，建設分野で発展してきた圧入工法を基盤とする貫入・掘削技術の適用

可能性について紹介する。圧入工法は，既設部材を反力として利用することにより，機械重量に大きく依

存せずに地盤中へ部材を貫入できる特徴を有しており，低重力環境下での施工にも適すると考えられる。

また，回転切削圧入を組み合わせることで，レゴリスや岩盤を含む多様な地盤条件への対応が可能とな

る。 
一般に，地上の建設プロジェクトは，調査・設計・施工・供用という段階的なプロセスを経て進められ

る。根入れ構造物の設計には地中の詳細な情報が不可欠であるが，月面などでは十分な事前調査を行うこ

とが難しい。本研究では，圧入工法の特性に着目し，施工時に得られる押込み力やトルクなどの施工デー

タを活用して地盤情報を推定することで，調査情報が限定的な条件下においても設計を補完・更新する枠

組みの構築を試みている。すなわち，初期段階では限られた情報に基づいて概略設計を行い，施工の進行

に伴い得られるデータを用いて設計や評価を逐次修正していくという，新たな建設プロセスの実現可能

性を検討している。 
講演では，この考え方に基づき，国土交通省の宇宙建設革新プロジェクトの一環として実施した，実大

規模の野外実験および月の模擬砂を用いた模型実験の結果を中心に紹介する。特に，注水を伴わない条件

での貫入挙動や杭体温度の上昇といった宇宙環境特有の現象に加え，施工データを用いた地盤特性値や

支持力の推定手法の妥当性について示す。また，圧入機を載荷・計測装置として活用する簡易載荷試験の

適用性についても取り上げ，限られた装置構成の中で地盤情報を取得する技術的可能性を議論する。 
これらの検討は主として宇宙空間における構造物建設を念頭に置いたものであるが，同時に地中試料

の取得や地下環境の把握といった目的に対しても応用可能性を有する。地球外生命の探索において，表層

だけでなく地中環境へのアクセスが重要となる可能性を踏まえると，本研究で扱う地盤への貫入・情報取

得技術は，他分野との接点を持ち得る。本講演では，工学的検討の内容を軸としつつ，こうした学際的な

広がりについても展望する。 
 

  
      圧入機を用いた実大野外実験        月の模擬砂を用いた模型実験 
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一般講演 
 

深海微生物由来 α-CGTase 発現ベクターの構築とその酵素精製 
〇柴村航生 1、加藤千明 2、仲宗根薫 1 

(1 近畿大・工・化生工、2JAMSTEC) 
 

当研究室では、奥尻海嶺の深海底泥(3,100 m)からデンプン分解能をもつ微生物を分離した。16S rDNA
配列による系統解析から、この微生物は Paenibacillus 属細菌(SKN-4 株)であることが明らかとなった。デ

ンプン含有培地上でヨウ素添加によるハローが観察され、本菌株はアミラーゼ分解能をもつと判断され

たが、還元糖(グルコース)を生産せず TLC による分解産物の解析の結果、本菌株はデンプンを基質とし

て α-シクロデキストリン(α-CD)へと変換する α-CGTase(α-Cyclomaltodextrin Glucanotransferase)を生産する

微生物であった。本研究では SKN-4 株が分泌する α-CGTase の生化学特性を解明するとともに、当該酵素

遺伝子の全長遺伝子配列を決定し、CGTase の高発現ベクターを構築することを目的とした。本菌株の

CGTase 遺伝子の塩基配列は不明であるが、近縁微生物の酵素遺伝子の塩基配列は公共データベース上に

登録されている。近縁種のアミノ酸配列の比較により高度に保存されたアミノ酸配列から縮重プライマ

ーを設計し、染色体 DNA を鋳型として PCR を行ったところ、予想サイズの産物(約 600bp)が得られ、

BLAST 解析により α-CGTase 遺伝子の一部であることが明らかとなった。さらに、inverse PCR により周

辺配列も増幅し、ゲノムウォーキングによる塩基配列決定により目的酵素の全長塩基配列が明らかとな

った。この得られた遺伝子を元に高発現ベクターを構築し、その高発現を行ったので、酵素活性の結果と

共に併せて報告する。 
 
 
 

アルギニン 131 の部位特異的変異導入による 
耐塩性グルタミナーゼの無機リン酸阻害耐性の向上 

〇木山皓雄 1、長瀬瑞希 1、後藤勝 2、吉宗一晃 1 

1 日大・生産工、2 東邦大・理 
 
【目的】海洋性細菌 Micrococcus luteus K-3 株由来の耐塩性グルタミナーゼ(Mglu)は無機リン酸存在下で

活性及び耐塩性が低下する。これまでの我々の研究において，立体構造解析により 131 番目のアルギニ

ン残基(R131)が無機リン酸と相互作用することが示されている。無機リン酸による阻害における R131 の

影響を示すために R131 をアラニン残基に置換した部位特異的変異酵素 R131A を作製し，R131A に対す

る無機リン酸による阻害を野生型酵素のものと比較した。 
【方法】遺伝子組換え大腸菌を用いて発現させ，無細胞抽出液を DEAE-TOPEARL で精製した。基質グル

タミンから生成するグルタミン酸と NAD からグルタミン酸脱水素酵素を用いて生成する NADH を 340 
nm の吸光度で測定することで活性測定した。 
【結果と考察】R131A は 20 mM 無機リン酸(pH 8.0)存在下において野生型酵素と比較して高い比活性を

示した。同じ条件で pH を 7.0 にすると野生型の方が高い活性を示したことから，より負電荷を持つ無機

リン酸が R131 に結合することで Mglu の活性が抑制されていることが示唆された。 
 
 
  

2 
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超好熱アーキア由来リコンビナーゼポリメラーゼの 
ATPase 活性の熱処理による向上 

〇内藤碧泉 1、山田響子 1、藤原伸介 2、吉宗一晃 1 

1 日大・生産工、2 関学大・生命環境 
 
【目的】等温核酸増幅法は臨床現場で簡便に遺伝子を増幅できるため，臨床診断に応用されている。DNA
増幅方法の一つであるリコンビナーゼポリメラーゼ増幅法(RPA 法)において，リコンビナーゼがプライマ

ーを二本鎖DNAへ侵入させる。リコンビナーゼはDNAから解離する時にATPを加水分解し，このATPase
活性は一本鎖 DNA により上昇する。高温で生育する生物由来酵素を中温菌である組換え大腸菌で生産す

ると活性の低い未成熟酵素となり，加熱により活性の高い熱成熟酵素となる場合がある。超好熱アーキア

Saccharolobus solfataricus P2 由来リコンビナーゼ (SsRadA)を大腸菌で組換え発現させ，ATPase 活性を指

標として熱成熟を評価した。 
【方法】組換え大腸菌を 37℃で培養し Histag を結合させた SsRadA を発現させ，固定化金属アフィニテ

ィクロマトグラフィーにより精製した。得られた SsRadA を 70℃で 1 時間熱処理し，その ATPase 活性を

比較した。活性測定は生成する ADP を逆相 HPLC により定量することで測定した。 
【結果】SDS-PAGE 解析において，精製した SsRadA は単一の明瞭なバンドとして検出されたため，高い

純度であることが示された。この SsRadA を 0.2 mM ATP 存在下で 80℃，30 分反応させたところ，ADP
を生成したが，40℃では 1 時間反応させても ADP は検出されなかった。さらに熱処理した SsRadA の

ATPase 活性が未処理のものと比較して上昇したことから，大腸菌で組換え生産した SsRadA は熱成熟す

ることが示唆された。 
 
 
 

銅(II)イオンが誘導するアミロイド βの構造変化による抗体反応性の向上 
〇本城奈々紗，河野愛子，Zhang Bohan，吉宗一晃 

日大・生産工 
 
【目的】アルツハイマー型認知症（AD）はアミロイド β（Aβ）によって引き起こされると考えられてい

る。Aβは C 末端側に疎水性のアミノ酸残基を多く持つため非常に凝集しやすく，非晶質や線維状凝集体

となる。これらの凝集体の形態によって抗体との反応性が大きく変化するため，AD を抗 Aβ抗体で治療

する際や，脳脊髄液や血漿中の Aβを抗体で測定する際に問題となる。これまでに Aβの N 末端側が銅(Ⅱ)
イオンと結合し，その立体構造を変化させる報告がなされている。このことから，N 末端に結合する抗体

77-3 を用いて，銅(Ⅱ)イオン添加による Aβの抗体反応性の向上を試みた。 
【方法】水溶液中で天然型のペプチドとなるジメチルスルホキシド中の O-acyl isopeptide を銅(Ⅱ)イオン

を添加したリン酸緩衝生理食塩水(PBS)で 10 nM に希釈した。Aβの N 末端と反応する抗体 77-3 を用いて

酵素結合免疫吸着法(ELISA)で反応性を評価した。 
【結果と考察】ELISA の結果，PBS に塩化銅を 1 mM 添加した場合，Aβ に対する抗体 77-3 の反応性が

1.9 倍上昇した。銅(Ⅱ)イオンが Aβの N 末端に配位することよって，抗体 77-3 のエピトープが安定し，

反応性が向上したことが示唆された。 
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排卵における小胞体関連分解機構の役割について 
〇北野日佳理 1、三浦紗也加 1、吉村萌花 2、須藤カツ子 3、熊谷勝義 4、藤田英俊 1,2 

1 大阪工大・院工・生命工学、2大阪工大・工・生命工学、3 東京医科大学、4人間総合科学大学 
 
【目的】不妊は少子化とも関連する重要な課題であるが、排卵や着床など妊娠成立を支える生殖機構には

未解明な点が多い。小胞体関連分解 (ERAD) は、タンパク質恒常性維持に重要な細胞内品質管理機構で

ある。しかしながら、生殖過程における ERAD の役割は不明である。そこで本研究では、ERAD の中核

因子であるシノビオリン (SYVN1) に着目し、雌性生殖機能における ERAD の生理的意義を明らかにす

ることを目的とした。 
【方法】子宮・下垂体特異的 SYVN1 遺伝子欠失マウスを作製し、その表現型と組織学的解析を行った。 
【結果・考察】野生型雄マウスと SYVN1 遺伝子欠失雌マウスを交配した結果、産仔は得られず、SYVN1 
欠失により雌性生殖機能が障害されることが示された。また、卵巣組織を解析した結果、遺伝子欠失雌マ

ウスでは排卵過程に異常が生じている可能性が示された。以上の結果から、ERAD が雌性生殖機能、特

に排卵制御に重要な役割を果たす可能性が示唆された。本発表では、SYVN1 遺伝子欠失雌マウスの詳細

な解析結果を報告する。 
 
 
 
 
 
 
 

イネ苗立枯病原菌 Burkholderia plantarii の植物毒素トロポロン 
生産制御遺伝子の解析 

〇神原拓幸 1、内海龍太郎 2、仲宗根薫 1 
近畿大・工・化生工 1、大阪大学・産研 2 

  
Burkholderia plantarii はイネ苗立枯病を引き起こす植物病原菌であり、本菌が生産した植物毒素トロポ

ロンによりイネ苗の生育に必要な鉄分が奪われ枯死すると考えられている。本菌株のトロポロン生産制

御ネットワークの詳細を定量的に解析し、この植物毒素生産を停止させる阻害薬剤の探索法が確立でき

れば、微生物を死滅させず耐性菌の出現を防ぐことが可能となる。B.planatarii によって生産された植物

毒素トロポロンがイネ苗の生育に必要な鉄分を奪い、その結果イネ苗立枯病が引き起こされていると考

えられている。そのため当研究室では植物毒素トロポロン生産に関与する遺伝子群の解析を行ってきた。

トランスポゾン変異導入により troR1(レスポンスレギュレーター１)、troK(ヒスチジンキナーゼ)、troR２
(レスポンスレギュレーター2)の 3 つの遺伝子がトロポロン生産に関与している遺伝子群であると明らか

になった。このことから遺伝子を破壊した破壊株を作成し、トロポロン生産能の有無を確認することで、

これら遺伝子がトロポロン生産の制御に関与していることを確認する。 
【参考文献】Miwa et al., Identification of the Three Genes Involved in Controlling Production of a Phytotoxin Tropolone 
in Burkholderia plantarii, J. Bacteriol., Vo.198, p1604-1609 (2016) 
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ユーグレナ由来 β-カロテン合成関連遺伝子の連結と納豆菌への導入に向けた 
キメラプラスミドの構築 
〇大竹杏実¹、袴田佳宏 1,2 

1 金工大・大学院、2金工大・生命・応用バイオ 
 

【目的】世界的な栄養課題の一つであるビタミン A 欠乏および栄養飢餓の問題解決を目指し、納豆菌に

ユーグレナ（Euglena gracilis）由来の β-カロテン合成酵素遺伝子群の導入を行っている。本研究では、β-
カロテン合成経路に関与する crtB および crtE 遺伝子を取得し、これらを連結することを目的とした。 
【方法】ユーグレナから mRNA を調製し、逆転写酵素により cDNA を合成した。この cDNA を鋳型とし

て PCR を行い、crtE および crtB を増幅後、pHY300PLK にクローニングして取得した。さらに、crtE お
よび crtB を連結した後、納豆菌へ導入するために pBE-S DNA へ組み込んだ。 
【結果】ユーグレナ由来の crtB および crtE を取得後、crtE を XbaI および HindⅢで切り出し、crtB 遺
伝子の下流に連結した。得られたキメラプラスミドの塩基配列を確認した結果、目的通り crtB の下流に 
crtE が連結されていることを確認した。さらに、pBE-S DNA の MluI および XhoI サイトに連結遺伝子を

導入し、納豆菌を形質転換可能なキメラプラスミドを作製した。 
【考察】crtE は GGPP synthase であり、FPP と IPP を縮合させ GGPP を生成する酵素である。また、crtB 
は GGPP をフィトエンへ変換する酵素である。したがって、連結した遺伝子群を納豆菌に導入できれば、

納豆菌は β-カロテン合成前駆体であるフィトエンを合成する能力を獲得すると考えられる。今後は、納

豆菌への導入およびフィトエン生成の確認を行う。 

 
 
 
 

枯草菌発現系による納豆菌由来 aprE の発現と H5N1 型 HA タンパク質分解能の評価 
〇中田海佳 1、袴田佳宏 1,2 

1 金工大・大学院、2金工大・生命・応用バイオ 
 
【目的】高病原性鳥インフルエンザウイルス H5N1 型の HA タンパク質は、納豆菌由来の aprE 遺伝子産

物であるアルカリプロテアーゼ aprE により分解されることが先行研究で明らかになっている。しかし、

納豆菌 aprE 遺伝子を大腸菌で発現させた場合、活性型酵素の取得には至らなかった。そこで本研究では、

枯草菌発現用ベクターpBE-S DNA に aprE 遺伝子を導入し、枯草菌を宿主とした組換え aprE の発現を試

みた。 
【方法】納豆菌由来 aprE 遺伝子を含む pColdⅡベクターを鋳型とし、シグナル配列を欠失させた aprE 遺

伝子を PCR で増幅した。得られた断片を pBE-S DNA へ組み込み、枯草菌へ導入後、aprE 遺伝子を保持

する組換え株を選抜した。培養上清から HisTALON Gravity column により組換え aprE を精製し、プロテ

アーゼ活性および HA タンパク質分解能を SDS-PAGE により評価した。 
【結果】大腸菌 HST08 株およびシャペロン共発現系では、プロテアーゼ活性は認められなかった。一方、

枯草菌発現系では組換え aprE の取得に成功し、精製画分において HA タンパク質の顕著な分解が確認さ

れた。 
【考察】大腸菌では外来プロテアーゼの細胞毒性、折りたたみ不全、成熟不全などにより活性型酵素が得

られなかったと考えられる。一方、枯草菌は納豆菌に近縁であり、分泌発現や酵素成熟に適した宿主であ

ることが示唆された。現在、HA タンパク質分解能の向上を目的として aprE 遺伝子の改変を進めている。 
  

7 

8 



17 
 

海水由来ラミナリン分解菌の単離とラミナリナーゼ遺伝子の塩基配列解析 
〇南出樹里 1、袴田佳宏 1,2 

1 金工大・大学院、2金工大・生命・応用バイオ 
 
【目的】食料資源と競合しないバイオエタノール原料として、海藻由来多糖が注目されている。特にコン

ブに多く含まれるラミナリンは、グルコースを主成分とする β-1,3-グルカンであり、発酵性糖への変換が

期待される。本研究では、海水から単離したラミナリン分解菌を対象に、酵素の性質解析と酵素遺伝子の

塩基配列決定を目的とした。 
【方法】Alteromonas 属細菌 4 株のラミナリナーゼ推定アミノ酸配列をもとに混合プライマーを設計した。

単離菌ゲノム DNA を鋳型として PCR を行い、得られた部分塩基配列からウォーキング用プライマーを

作製した。さらに、制限酵素処理後にセルフライゲーションしたゲノム DNA を鋳型として PCR を繰り

返し、ラミナリナーゼ遺伝子の全長配列取得を試みた。 
【結果】単離したラミナリン分解菌 O1 株は、Alteromonas macleodii に近縁なグラム陰性桿菌であった。

コンセンサスプライマーを用いた PCR により、ラミナリナーゼ遺伝子の一部と考えられる塩基配列を取

得した。この配列をもとにプライマーウォーキングを進め、現段階で推定全長約 2.7 kb のうち 1569 bp を

決定した。 
【考察】決定した塩基配列は Alteromonas 属細菌由来ラミナリナーゼ遺伝子と高い相同性を示したことか

ら、取得配列はラミナリナーゼ遺伝子の一部であると判断した。今後は未解読領域を含む全塩基配列を決

定し、目的遺伝子の全長取得を目指す。 
 
 
 

エーラス・ダンロス症候群モデルマウスにおける 
CXCL4-CXCR3 経路を介した有髄 A 線維過敏化 

〇山本裕斗 1、宇戸禎仁 1、松本健一 2、芦高恵美子 1 
1 大阪工大院工生命工学、2 島根大総合科学研究支セ 

 
【目的】エーラス・ダンロス症候群(EDS)は遺伝性結合組織疾患であり、皮膚や関節の脆弱性に加え、患

者の約 90%に慢性疼痛が認められる。原因遺伝子の一つであるテネイシン XB 欠損(Tnxb-/-)マウスにおい

て、有髄 A 線維の応答過敏を介して触刺激を痛みとして感じるアロディニアが発症することを明らかに

した(Sci.Rep.2020, 2023)。また、Tnxb-/-マウスの坐骨神経では、マクロファージ由来のケモカインである

CXCL4 の発現上昇を認めた(2025 年度本大会)。本研究では、Tnxb-/-マウスにおける CXCL4 の役割を明ら

かにするため、CXCL4 とその受容体アンタゴニスト投与による知覚線維応答への影響を解析した。 
【方法・結果】野生型マウスの後肢足底皮下へ CXCL4 を投与し、異なる周波数の経皮的電気刺激(5 Hz:C
線維、250 Hz:Aδ線維、2000 Hz:Aβ線維)に対する知覚閾値を測定した。その結果、CXCL4 投与では 250 
Hz および 2000 Hz の刺激に対応する閾値が有意に低下し、有髄 A 線維の応答過敏が認められた。この応

答過敏は CXCL4 受容体 CXCR3 のアンタゴニスト投与によって抑制された。さらに、Tnxb-/-マウスで認

められる有髄 A 線維の応答過敏も、CXCR3 アンタゴニスト投与によって有意に改善された。 
【考察】CXCL4 は有髄 A 線維の応答過敏を誘導し、その作用には CXCR3 経路が関与することが示唆さ

れた。Tnxb-/-マウスの有髄 A 線維過敏化に、マクロファージ由来 CXCL4-CXCR3 シグナルが関与する可

能性が示された。 
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ゲル状スクレログルカンが生物活性に与える影響の解析 
◯初鹿野嬉子 1、小林正樹 2、西成勝好 3、新田陽子 2 

1 お茶の水女子大・院・ライフサイエンス、2お茶の水女子大・基幹研究院、3湖北工業大 
 
【目的】スクレログルカン(SG)は、糸状菌 Sclerotium rolfssii が産生する多糖類で、β-グルカン受容体 dectin-
1 を介して抗腫瘍活性を示すことが知られている。dectin-1 の活性化について多くの研究がされており、

酵母由来 β-グルカンが dectin-1 シグナルを活性化するには溶液ではなく粒子状である必要があるとされ

る(Goodridge et al., 2011)。所属研究室では、SG 水溶液がゲル化することを見出しており、本研究ではゲ

ル状態の SG が dectin-1 シグナルの活性化に及ぼす影響を調べた。 
【方法】SG 粉末(YS09784, BIOSYNTH 社)を精製し、分子量約 200 万の画分を回収した。これを用いてマ

ウス由来マクロファージ様細胞株 RAW264 を溶液、粉末、ゲル状態の SG で処理し、TNF-α産生量を ELISA
により定量し、SG による dectin-1 シグナルの活性を評価した。 
【結果と考察】未処理群と比較して、溶液、粒子、ゲルいずれの状態の SG 処理群においても 24 時間後

の TNF-α産生量は有意に増加した。本結果は酵母由来 β-グルカンと異なる傾向を示した。酵母由来 β-グ
ルカンでは粒子状でのみ活性化しており、dectin-1 シグナルの活性化には β-グルカンと dectin-1 の多点的

な結合が重要であると考えられた(Goodridge et al., 2011)。本研究で使用した SG は高分子量のため、溶液、

粒子、ゲルのいずれの状態でも多点的な結合が可能と考えられた。今後低分子化した SG で検討する予定

である。 
 
 
 

古代甘味料・甘葛煎の食品利用のための化学分析 
〇前川佳代１、菊崎泰枝2、濱崎貞弘3、金田一秀4、植野洋志5、村井稔幸6 

１奈良女大・大和紀伊研、2奈良女大・生活、3奈農研セ、4東京医療保健大学、 
5龍谷大食農研、6大阪大院医 

 
【目的】日本古代に甘味料として利用された甘葛煎は、厳冬期の「ツタ」の樹液を煮詰めたものと考えら

れている、現在は廃れた幻の甘味料である。本研究ではその再現を目的に次の三点を検討した。 
１)甘葛煎は古代において甘味料として使われており、製造および食品としての利用が可能であったこと

の証明。2)甘葛煎特有の上品でスッキリとした味の解明。3)食品としての安全性を証明。 
【方法】ツタから樹液を採取し、煎縮して糖度70％に高めた「甘葛煎」を調製した。これについて、ICP
発光分析およびHPLCにより、無機塩類および糖・アミノ酸分析を実施した。また、密閉および開放条件

下で、常温における微生物増殖を経時的に計測した。 
【結果】甘葛煎を構成する主要糖の3種類の割合を決定し、その他の糖と無機塩類を同定した。ポリフェ

ノールも約0.04%（総ポリフェノール量）の濃度で含有していた。アミノ酸はグリシンなどの甘味成分と、

苦味を有する成分がほぼ同等量検出された。また甘葛煎は密閉容器内では細菌の顕著な増殖は認められ

ず、開放条件下では6日目に凝固し始め、上部が乾燥により白濁し、20日目には完全に固まった。 
【考察】主要糖に加えて、ポリフェノールやアミノ酸の甘味と苦味の成分が混合感覚として爽やかな甘味

を呈する可能性が示唆された。食品の安全性については、糖度70％の甘葛煎は密閉状態でなくとも早期に

凝固するため、ほとんどの微生物が増殖することはできない。古代の貯蔵器の不完全な密閉状態でも糖度

が高ければ遠方から都への貢納は可能であったと推測される。 
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イネ苗立枯病原菌 Burkholderia plantarii の植物毒素トロポロン 
の生産制御機構の解明 

〇仲宗根薫 1、神原拓幸 1、内海龍太郎 2 
近畿大・工・化生工 1、大阪大学・産研 2 

  
Burkholderia plantarii はイネ苗立枯病を引き起こす植物病原菌であり、本菌が生産した植物毒素トロポ

ロンによりイネ苗の生育に必要な鉄分が奪われ枯死すると考えられている。育苗生産現場での抗生物質

を含む農薬使用は、新たな耐性菌を生み出すため、根本的な病害防除とならずまた水田の微生物環境の均

衡を崩す一要因になっている。従って B. plantarii のトロポロン生産制御ネットワークの詳細を定量的に

解析し、この植物毒素生産を停止させる阻害薬剤の探索法が確立できれば、微生物を死滅させず耐性菌の

出現を防ぐことが可能となる。この研究はイネ苗立枯病の防除ばかりでなく他の作物の病害防除への応

用など、環境調和型の新しい薬剤開発への可能性をも拓くと期待される。我々は、最近 B. plantarii 
MAFF301723T の全ゲノムを決定し、そのアノテーションデータ及びトランスポゾンを用いる変異導入法

解析結果から、この制御には、二成分制御システム(TCS)が関与(troR1-troK-troR2 遺伝子群)することを明

らかにした。トロポロン生合成は上記の制御系のみが関与しているのではなく、クオラムセンシング(QS)
シグナル伝達機能(AHL 合成酵素遺伝子(luxI)および転写調節遺伝子(luxR))、定常期に働くシグマ因子

(rpoS)等がトロポロンの産生に関与することも報告されており、複雑なネットワークにより制御されてい

る事も理解された。 
 
 
 

ヒトMASLD細胞モデルにおけるミョウガの脂肪肝改善作用とヘパトカイン制御機構 
〇高橋 真生 1、畠 恵司 2、戸松 さやか 2、加國 雅和 1 

1株式会社 フェニックスバイオ、2秋田県総合食品研究センター 
 
【目的】ミョウガ抽出物が、ヒトMASLD細胞モデルであるPXB-cells LAにおいて、脂肪肝関連指標およ

びインスリン抵抗性に関与するヘパトカインに及ぼす影響を明らかにすることを目的とした。 
【方法】ミョウガ花蕾を水抽出・凍結乾燥した抽出物を調製し、PXB-cells LAに100 µg/mLで2日間処理し

た。処理後、細胞内トリグリセリド量およびタンパク質量を測定するとともに、培養上清中の分泌因子を

ELISAで定量した。さらに、脂質滴関連因子およびヘパトカインの遺伝子発現についてReal-time RT-PCR
により解析した。 
【結果】ミョウガ抽出物は細胞内トリグリセリド量を有意に低下させる一方で、アルブミン産生には影響

を与えなかった。また、MASLD進展関連マーカーであるLRGの分泌は顕著に抑制された。さらに、脂質

分解に関与する遺伝子発現の変化が認められ、インスリン抵抗性関連ヘパトカイン（LECT2、セレノプロ

テインP）は抑制される一方、FGF21の発現および分泌は増加した。 
【考察】ミョウガ抽出物は脂肪滴代謝の制御を介して肝細胞内の脂質蓄積を改善し、MASLD様表現型を

軽減することが示された。さらに、ヘパトカイン分泌バランスの是正を通じてインスリン抵抗性の改善に

寄与する可能性が示唆され、本抽出物はMASLDおよび関連代謝異常に対する機能性食品素材として有望

であると考えられた。 
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水の変化を指標にした低温乾燥杉材の性質の解析 
〇岩田和佳 
岩田研究所 

 
【目的】 木材の低温乾燥は、高い強度と耐久性を維持した木材に仕上げる手段として近年注目されてい

る。本研究では、低温乾燥した木材の性質についての理解を深めるため、杉材を用い、筆者が開発した簡

易法で杉材による水の変化を調べたので報告する。 
【方法】 愛工房という木材乾燥機で低温（45℃）乾燥させた杉板、次に杉の生木の板を用い、板の上に

RO 水を入れたプラスチックカップを乗せ．20 分後に、簡易法により水の変化を求めた。また、一般乾燥

機を用い生木を 45℃、または 60℃で乾燥させた板についても同様の実験を行った。 
【結果】 愛工房処理の板による水の変化は花崗岩と同タイプ（水の動きが RO 水で促進、NaCl 溶液で

抑制、KCl 溶液で促進）であった。生木は花崗岩タイプと異なったが、一般乾燥機を用い 45℃で乾燥さ

せると花崗岩タイプになった。また、60℃では別のタイプとなった。 
【考察】 花崗岩には生理活性作用があると言われており、花崗岩とそれを構成する鉱物の間には何らか

のエネルギー？を分け合うような性質がある。花崗岩タイプの水の変化を示すものには、身体によいと言

われている健康グッズの一部や、生物のストレス耐性との関係が考えられるトレハロース、イツマデガイ

の殻などが含まれる。愛工房処理杉材は健康に良いとして一部の医師グループに推薦されているが、花崗

岩に似た性質を持っていることが関係しているかもしれない。 
 
 
 
 

シイタケ病原菌 Pseudomonas tolaasii 814 株に感染するファージの探索と性状解析 
〇大森勇門 1, 2、東裕大 2、木下翔 2、田中美玖 1、大島敏久 1, 2 

1 大阪工大・工・生命工学、2 大阪工大・院工・生命工学 
 
【目的】キノコ病害の一つである細菌性病害はキノコ子実体の変色や腐敗を引き起こしその商品価値を

著しく低下させることから、食用キノコ栽培における重要な課題の一つとなっている。しかしながら現在

のところ、これを防除するための有効な方法は未だ確立されていない。そこで我々は細菌性病害の原因菌

を宿主とするファージを環境中から探索、その性状解析を進めることで、ファージを利用した防除法への

応用展開の可能性を検討することにした。 
【方法】シイタケ病原菌 Pseudomonas tolaasii 814 株を宿主とし土壌などの環境サンプルから寒天重層法

を利用することでファージの探索を行った。獲得したファージについて宿主域の解析、温度・pH に対す

る安定性、一段増殖曲線を用いた各種パラメーターの解析を行った。また電子顕微鏡によるファージの形

態観察は、(株)花市電子顕微鏡技術研究所に委託することで実施した。 
【結果・考察】大阪城の土壌から P. tolaasii 814 株を宿主とするファージの単離に成功し、これを φOC1
株と命名した。性状解析の結果、本ファージは P. tolaasii に対してのみ感染性を示すこと、55°C までは

60%以上、pH 3~9 (27°C)の範囲では 80%以上の生残率を示すこと、また潜伏期と上昇期はどちらも 10 min、
バーストサイズは 100 PFU/cell であることが明らかになった。以上の結果より、本ファージは高い宿主特

異性と速やかな溶菌活性を示すことが示唆された。また電子顕微鏡による形態観察の結果から、本ファー

ジは Straboviridae 科に属するのではないかと考えられた。 
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難培養性微生物スパルトバクテリアは、なぜ希釈培地で増殖するのか？ 
〇村上千穂 1,2、薬師神葵 2、村井萌萌子 2、宮本清佳 2、藤井直樹 3、田中亜路 2、 

佐藤雄一郎 2、藤田雅紀 4、金田一智規 3、森本金次郎 2 
1 安大・理工・生物 2 安大・薬・薬 3 広大・院工・環境 4 北大・院水産・水産 

 
【背景・目的】環境中に比較的多く存在するにも関わらず、通常の寒天平板法ではほとんど採取されない

難培養性微生物が、なぜ培養できないのか？その増殖開始機構を解明する。 
【方法】活性汚泥を希釈寒天培地に播種して、得られたコロニーを同定し、シデロフォア分泌量を測定し

た。また、その中の難培養性微生物スパルトバクテリア YH-2 を用いて、その増殖特性を解析し、シデロ

フォア分泌を定量した。 
【結果】東広島市の下水処理場の活性汚泥から、ウェルコミクロビオータ門の微生物が単離された。16S
リボソーム RNA 遺伝子の解析から、YH-2 株が、この門の中でもさらに稀少なサブディビジョン 2 に属

する事が分かった。また、活性汚泥の菌叢解析の結果、この株がわずか 0.02%の存在率であることが分か

った。さらに、YH-2 株は活性汚泥を播種後、比較的早期にコロニーを出現させることが分かった。YH-
2 株は、微量のシデロフォアを分泌していると考えられる一方で、寒天平板上に同時に増殖している微生

物の培養上清は、本株の増殖を阻害するものはわずかであった。 
【考察】難培養性微生物は、増殖が遅く、周囲の微生物との競争に勝てないから培養できないといわれて

きた。しかし、本研究では、YH-2 のコロニー形成は遅くないこと、周囲に YH-2 を阻害する微生物がい

ないことから、難培養性の原因は従来の説とは異なると考えられた。 
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